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■ 今日の請義で学lSi内容 i
・ for文

・変数のスコープ
。for文の入れ子

ソースコード例
ソースフアイル名 :Sample8_1.java
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for文はプロックを用いて次のように記述することもできます

for(初期化の到j医□j臣新の到){匡 ヨ区コ …}

処理して繰り返します

表現される式などを記述します

惨 条件は常に文を実行する前に処理され
ます駅哄ッ罠夕37芸 |｀

います)

//for文の実行

class Sample8_1

{

public static void_maェ

腱 dhDう、ン

`λ

三二三
//変数 iを■ つずつ1曽やし、1から 5になるまで繰り返す
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一ヽ SyStem.Out.println("繰 り返しが終わりました。・);

}

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。
3回目を繰り返しています。
4回 目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。

または、次のように書<と読みやす <分かりやすいでしょう

for(初期1ヒの到3医□j更新の式)

{
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Sample8_2.java

//1.0か ら3.0ま で 0.5刻みでの合計を求める

//変数 diを 1.0か ら 0.5ずつ1曽やし3.0に なるまで繰り返す

わru:uf甘甜l dtと同じ
跡̈ …

‐暉Юか"゛までい刻みでの能博⑤で魂さ

ソースコード例

ソースファイル名 :

堰ゝ for文の初期化の式と更新の式で1 ,きます

∠∂千∠ごTノγθ`γ二と,∫ +3.こ)=?

インクリメント

カンマで区切られた式は、左から右へ川

実行画面

■.0か ら3.0まで 0.5亥 Jみでの合計は 10.0です。

ζゝ for文の初期化の式、条件、更新の式は省略可能です

省略した場合、それぞれ次のような動作をします
。初期イヒの式  → 初期化ではなにも実行されません

耀薯靴院↑
ソヽ

る
′
墨斯黎誉寒留2箋碧な11ません

J」J for文の初期化の式と更新の式には式文という分類の式を書きます

式文とはセミコロンをその後につけて文とできる式であり、代入演算子、

デクリメント演算子を用いた式があります

たとえば、
a++;

b=5j

//複数の変数の初期化・更新をおこなう

class Ext8 1

{

void main(String[]argS)

int i′ j;

//2つの変数の初期化缶臨 u幕縦 こ井事δ
略

system.out.println("終 わり");

}

実行画面

1■1=2

2+3‐ 5

3+5=8

4+7=■ 1

5+9=14

終わ り
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変数のスコープとは   その変数を参話會量公哲1ドの上の領域のことです
堰nfor文の初期化の式
変数を宣言するのと同じ

こともできます
■つまたは複数の変数を宣言、初期イヒすることができます スコープの終了は、それが属するプロッ

9同 じスコープ (ネストも含む)内で同名の変

惨 同じスコープ内に同名の変数が宣言されていると、
「変数ooは△△で定義されています。」
というコンノヾイルエラーがでます

罐ゝ for文の初期イヒの式で宣言される変数のスコー
。初期化の式 (その変数以降 〈右側))

・条件
。更新の式

・ for文のプロック

です

たとえば、次の for文で変数 iのスコー

_f91゛ FflliJ根■5「 i・l,~~~~
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幡勁;
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スコープの開始は、変数の宣言の位置です

//変数の宣言と初期化を行う
Class Ext8 2

{

public static void main(string[]

{

//変数の宣言と初期化
for(irt i=1; iく =5; 二十+)

含窮熊難ヽ ut.println(i■ "回 目を繰り返しています。"〉 j

//同一の型で複数の変数の宣言と初期化を行う穐rtti瀞津"尋[イ(.f
//複数の型の変数の宣言と初期イしを行う (エラー)

fOr(int i=1, dOuble dj=2; i+jく =5j i++, j++)
System.out.println(i+"回 目を繰り返 しています。

異なる型の変数の

豊言と初期化はで

きません

この場合は for文

に入る前に宣言す

るとよいでしょう

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回 目を繰り返しています。
3回 目を繰り返しています。
4回 目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。
1+2=3

2■ 3‐ 5
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//for文 のよくあるミス

class Ext8 4

(

public static void main(String[]args)

{

int i=0;

こ泥il‖‖I讐[[[:』ζFil]魂
ゝ

〃for文ブロックイ 〕(セミコロン)を入れてしまつたら?

System.out.println(i+"回目を繰り返しています。"),

System.out.println(“ 次の繰り返しに進みます。
い
);

}

system.out.println(“ 処理を終了します。“);

}

for文 のフロック {}がない場合

次の■文が for文の繰り返しで

実行する文と解釈されます

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわ

る処理です

単独のセミコロンは処

理のない空の文です

3 次のようにfor文を記述するとどうなるでしょうかP

for文の入れ子

for文 は、■つの文です

for文 を他の for文 に入れることができ、多重の繰り返しを処理できます

for(初期化の式 ;医ヨ ;1更新の到)for文

または、次のように書<と多重の繰り返 しが分かりやすいでしょう

惨 2～3重のfor文の入れ子はよく使われますので慣れておくとよいでしょう

ソースコード例
ソースフアイル名 :Sample8_3.java

繰り返 しで実行する

文が空のfor文と解釈

されます

次に続くプロックは

for文 の繰り返しに含

まれず、常に実行され

る通常の文です
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for(初期化の式 11j条件■ 3匡新のヨロ )

ソ _

多重 for文の動作

外側の for文が一回繰

り返される毎に内側の

for文が処理されます

実行画面

1回目を繰り返しています。

2回目を繰り返しています。

3回目を繰り返しています。

4回 目を繰り返しています。

5回目を繰り返しています。

次の繰り返しに進みます。

処理を終了します。

6回 目を繰り返しています。

次の繰り返しに進みます。

処理を終了します。

//for文のネスト構造
class Sample8_3                                               _

{

「
bI言耐姉~引 mブ

:θぃ‖′レビ
〃2重の繰り

])〃 変数iを 0から4ま

`lち

[』。
4ぐνうL″P

{

:°
r('=°

●メ ;キt)//変数1を繰り返す度に変数jを 0から2まで繰り返す。

}SyStett Out.println("iは

"去」・:jは "望 j

}

}

}                                               、
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実行画面

ilま 0:jは o

ilま 0:jは 1

ilま 0:jは 2

iは 1:jlま o

iは ■:jは ■

iは 1:jは 2

ilな 2:jlよ 0

1は 2:jは 1

iは 2:jlま 2

il意 3:jlま 0

iは 3:jlま 1

iは 3:jは 2

iは 4:jは 0

ilま 4:jlま 1

ilま 4:jは 2

実行画面

123456789
2      4      6      8      10     12     14     16     18

3      6      9      12     15     18     21     24     27
4      8      12     16     20     24     28     32     36

5      10     15     20     25     30     35     40     45

6      12     18     24     30     36     42     48     54

7      14     21     28     35     42     49     56     63

8      16     24     32     40     48     56     64     72

9      18     27     36     45     54     63     72     81

ソースコード例

ソースフアイル名 I sample8_4.jaVa

1 今日の講義のまとめ I
o for文 は繰返し処理を記述します。

・for文は、初期化の式と条件、更新の式、繰返し対象の文からなります。初期化の式は最初
に一度だけ処理されます。条件が真である間、文と更新の式が繰返し処理されます。条件が
偽になるとfor文は終了します。

・for文は、前判定ループです。前判定ループとは、対象となる文を処理する前に条件が評価・
判定される繰返し処理のことです。

・変数のスコープとは、その変数を参照可能なコード上の領1或のことです。

・for文の中にfor文を入れることで多重の繰返しを処理できます。
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